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三菱電機における生産革新活動の推進
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要　旨

三菱電機では，過去ジャスト イン タイムを導入して生

産性向上を推進した経緯があるが，2003年度から全社施策

の一貫として，新たなジャスト イン タイム生産の意義を

見直し取り組みを開始した。特に，旧重電部門の社会イン

フラ事業本部（＝３事業所１統括部）においては，下図に示

すように，公共事業の縮小・事業の分社化など経営環境・

事業環境は厳しく，危機感を持って取り組んだ結果，製造

リードタイムの大幅短縮，在庫の大幅削減を実現できた。

これによって変化に追随できる製造体質を構築しつつある。

本稿では，この成果を中心に述べる。

当社社会インフラ事業本部の製品の特徴は，一品一様の個

産品が主体であり，かつ重量物であること，生産職場におい

てはクレーンなどの付帯設備の変更が困難であること，製造

工期が３～24か月など非常に長いことなどが挙げられる。

タービン発電機は，生産台数が毎月１～２台の個産であ

る。大物品加工であるフレーム，固定子，回転子は，機械

加工段取り作業の外段取り化，現物合わせ作業の廃止など

の技術改善，材料・工具などの手元化，出来高管理板によ

る見える化，などを行った。

制御盤製作工場のプリント基板工場では，１ロットが10

枚以下の多品種少量生産を行っているが，基板加工の工程

ごとの着手管理，部材の投入コントロール，加工工程連結

などを行った。手組みラインでは，ジョブショップ型レイ

アウトからフローショップ型レイアウトに変更した。

車両用推進制御装置や真空遮断器は，多種少量生産である

が，部材管理方法の改善，組立ラインの間締め，組立ライン

への試験工程のインライン化，作業姿勢改善などを行った。

プラント建設部では，水処理プラントにおいて，関係事

業所との連携を図って工程リスクの排除，事業所内試験の

充実，重複現地試験の廃止，迅速な工程進捗（しんちょく）

連絡を行った。

以上のように，当社においては，ジャスト イン タイム

生産方式を企業経営の中に取り入れ大きな成果を得ること

ができた。

①分社化，海外生産化の進展
②海外調達品の増加
③高齢化・社外工増加
④製品開発力・生産技術力の低下
⑤現場管理力の低下
⑥棚卸資産の悪化
⑦コスト競争力低下
⑧顧客の短納期要求増加

①リードタイムを短縮して，市場の変化に強い(フレキシブ
　ルな)生産体制を構築する。
　・キャッッシュフロー経営の促進，・不良資産の削減
②作業総点検によるムダの排除を推進
　・7つのムダ排除【つくりすぎのムダ，不良をつくるムダ，
　　加工そのもののムダ，運搬のムダ，停滞のムダ，動作の
　　ムダ，手待ちのムダ】
③生産現場改善力向上による人材育成・風土改革

①固定観念(現状肯定)→自己否定へ(現状否定)
②個別最適(人の効率優先)→全体最適へ(モノの効率優先)
③押込み生産(Push)→後工程引取生産(Pull)へ
④現状分析型(机上計画)→理想実践型(現場実践)
⑤ムダを効率良くやる→ムダを徹底してとる

①人：多能工化による多工程持ち，②モノ：5S3定，在庫
管理，③設備：小型・専用・安価，④生産計画：平準化生
産・小日程計画，⑤情報：かんばん，⑥レイアウト：フロー
ショップ，⑦流し方：１個流し，⑧作業指示：標準作業組合
せ，⑨品質：ポカよけ

①電子化，デジタル化
②一品一様・個産
③短寿命化・短サイクル化

①公共事業の縮小化
②中国・東南アジアの台頭
③環境問題・製品リサイクル化
④異業種間競争と業界再編成

ジャスト イン タイム生産方式に取り組む背景
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施策の具体化

取り組むべき課題(変化対応力)

経営体質を，変化に追随できる製造体質に変革する必要がある。そのためには，リードタイムを削減するジャスト イン タイム生産方式の推
進が不可欠である。また，従来の考えや方法にとらわれず，工場管理の原点に立ち戻って仕組みを改革していく必要がある。上図のように，取
り組むべき課題と施策の具体化を明確にする必要がある。

経営を取り巻く環境と取り組むべき課題と施策
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